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春のにぎわい

しののめ桜まつり

　黒川のほとり、美雪橋両岸の桜が咲きそろい、４

月２日～１２日まで町・町観光協会・町商工会主催

による“桜まつり｡が行われました。

　今から30年程前に植えられたソメイヨシノも、い

まや県景勝１００選に選ばれるほどの立派な桜堤と

なり、清流と桜の織りなす見事な絶景に思わず立ち

寄ったり、近隣市町村からも家族連れや団体客など

が訪れ、飾り付けられたボンポＵの明かりの下で、

夜遅くまで大変なにぎわいを見せていました。
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開
票
結
果
（
敬
称
略
）

新
町
議
二
十
六
名
も
決
ま
る

　
任
期
満
了
に
伴
う
町
長
選
挙
と
町
議
会
議
員
選
挙
は
、

三
月
二
十
五
日
（
日
）
、
町
内
十
九
か
所
の
投
票
所
で
行
わ

れ
、
即
日
開
票
の
結
果
、
町
長
に
は
清
水
英
世
氏
（
5
9
歳
）

が
初
当
選
し
、
二
十
六
名
の
新
町
議
も
決
ま
り
ま
し
た
。

　
全
体
の
投
票
率
は
、
町
長
・
町
議
会
議
員
選
挙
と
も
、

八
丁
三
七
％
で
し
た
。

各投票所の状況

中
央
公
民
館
で
即
日
開
票
さ
れ
る

◇
町
長
選
挙

当
　
コ
、
四
九
七
票

　
　
　
　
　
　
清
水
英
世
５
９
　
無
新

　
　
一
〇
、
五
九
〇
票

　
　
　
　
　
　
高
田
義
雄
6
6
　
無
新

◇
町
議
会
議
員
選
挙

当
一
、
四
三
一
鈴
木
史
郎
４
７
　
無
新

当
　
九
五
三
　
田
中
一
男
6
3
　
無
現

当
　
九
四
三
　
高
橋
　
毅
5
9
　
無
新

当
　
九
四
一
　
蔑
葉
　
光
5
0
　
無
新

当
　
九
三
〇
　
高
山
英
雄
6
3
　
無
現

当
　
九
二
六
　
大
山
章
一
6
4
　
無
現

当
　
九
一
四
　
川
島
芳
之
4
8
　
無
現

聳
区

投　票　所
有権者数

　(人)

投票率(％)

町　長 町議会議員

　１

　２

　３

　４白

万万

吝

　フ

　8

　9

　101

㈹ﾌﾞ

誹表

　1缶

　14

j5

　16

１7･、

謔8.

諜胆

壬生中央公民館

上新町公民館

旭　町　公　民　館

藤井中央公民館

壬生東小学校体育館

原　坪　公　民　館

稲葉地区公民館

七ツ石公民館

羽生田小学校体育館

鯉　沼　公　民　館

北小林公民館

安塚小学校体育館

上長田公民館

不　　　動　　　院

肋　谷　公　民　館

中　泉　公　民　館

おもちや団地厚生会館

独協医科大学体育館

六　美　会　館

4,824

1,723

1,021

　890

3,095

　736

　984

　540

　874

　781

　461

3,283

　483

　585

　438

　473

2,351

1,723

2,366

84.37

91.06

87.0ﾌ

91.46

81.20

95.38

92.68

90.00

89.70

92.57

89.15

76.79

83.64

87.35

89.27

87.74

66.61

57.75

76.42

84.37

91.06

87.07

91.46

81.20

95.38

92.68

90.00

89.70

92.57

88.72

76.79

83.64

87.35

89.27

87.74

66.65

57.75

76.42

………合　　≫)斟 27沸3乍 □8乍.37゛ ｀゛81j37づ

’｀心/

４

､ 、 ＿

心

当
　
九
一
〇
　
小
菅
良
一
6
3
　
無
現

当
　
八
九
七
　
荒
川
誠
一
6
1
　
無
現

当
　
八
八
八
　
沖
　
春
雄
6
2
　
無
断

当
　
八
八
七
　
小
谷
野
幸
作
5
5
無
断

当
　
八
六
八
　
青
柳
健
吾
5
5
　
公
現

当
　
八
五
一
　
大
関
庄
一
6
3
　
無
現

当
　
八
四
七
　
稲
葉
次
雄
6
4
　
無
現

当
　
八
四
六
　
石
川
昭
三
6
1
　
無
現

当
　
七
八
六
篠
島
庄
左
工
門
6
5
無
現

当
　
七
七
七
　
石
村
寿
夫
４
７
　
無
断

当
　
七
六
九
　
梁
川
誠
市
6
5
　
無
現

当
　
七
二
八
　
小
貫
　
暁
4
1
　
共
現

当
　
七
一
〇
　
浜
野
和
子
４
４
　
共
現

当
　
六
八
八
　
山
□
佳
宏
4
2
　
社
現

当
　
六
七
七
　
北
条
典
彦
5
9
　
無
現

当
　
六
五
四
　
松
井
晴
夫
5
1
　
無
現

当
　
六
〇
六
　
鈴
木
郁
夫
7
0
　
無
現

当
　
五
九
七
　
島
根
定
代
５
８
　
無
断

当
　
五
八
七
　
梁
川
憲
一
５
５
　
無
現

　
　
五
六
四
　
田
中
義
一
6
2
　
無
現

　
（
按
分
票
の
一
票
未
満
は
省
略
）

　
　
投
票
状
況

○
町
長
選
挙
投
票
者
数

　
　
二
二
、
四
八
四
人

　
　
　
　
　
男
　
一
〇
、
七
八
一
人

　
　
　
　
作

女
　
二
、
七
〇
三
人

○
町
議
会
議
員
選
挙
投
票
者
数

　
　
二
二
、
四
八
三
人

　
　
　
　
　
男
　
一
〇
、
七
八
一
人

　
　
　
　
作

女
　
Ｔ
一
、
七
（
‥
）
二
人
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新町議会議員のみなさん

殴葉　光氏　高橋　毅氏 田中一男氏　鈴木史郎氏

小菅良一氏

稲葉次雄氏

浜野和子氏

川島芳之氏　大山章一氏　高山英雄氏

大関庄一氏

小貫　暁氏

粂川憲一氏　島根定代氏

青柳健吾氏　小谷野幸作氏

梁川誠市氏 石村寿夫氏

鈴木郁夫氏　松井晴夫氏

新町長の

　清水英世氏

沖　春雄氏

梁島庄左ヱ門氏

荒川誠一氏

石川昭三氏

北条典彦氏　山□佳宏氏

J

ヽ一
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ふれあいで

゜地;登啄届吻汽釧きづ咤り

75億8,700万円〔平成２年度一般会計予算〕

　
平
成
二
年
度
の
町
予
算

が
、
二
月
二
十
七
日
か
ら

三
月
八
日
ま
で
開
か
れ
た

定
例
町
議
会
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　
平
成
二
年
度
は
、
依
然
と
し
て
厳

し
い
財
政
状
況
の
中
で
経
費
の
節
減

合
理
化
を
推
進
し
、
財
政
の
健
全
化
・

住
民
福
祉
の
向
上
に
努
め
、
「
活
力
と

創
造
に
満
ち
た
ふ
れ
あ
い
の
町
」
を

目
指
し
、
予
算
編
成
し
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
総
額
が

七
五
億
八
、
七
〇
〇
万
円
で
前
年
度

と
比
較
し
、
二
億
亘
九
〇
〇
万
円

　
（
三
・
三
％
）
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
主
な
事
業
と
し
て
は
、
前
年
度
に

引
き
続
き
、
壬
生
聖
地
公
園
、
国
谷

第
一
児
童
公
園
の
整
備
及
び
町
民
生

一般会計当初予算の推移
億円

　80

Ｗマ･

　　W

70

60

活
の
基
盤
を
な
す
道
路
・
ご
二
路
線

の
整
備
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
壬
生
小
学
校
体
育
館
・
プ

ー
ル
建
設
工
事
を
は
じ
め
、
藤
井
、

羽
生
出
小
学
校
の
プ
ー
ル
建
設
及
び

安
塚
小
学
校
校
庭
拡
張
を
行
い
、
義

務
教
育
施
設
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　
な
お
、
当
初
予
算
の
性
質
別
構
成

で
は
、
普
通
建
設
事
業
賢
二
七
億
七
、

⊇
五
八
万
四
千
円
こ
二
六
・
五
％
）
、

人
件
費
▽
一
に
〕
億
三
、
四
六
五
万
二
千

円
こ
こ
丁
九
％
）
、
物
件
費
九
慎
一
、

〇
七
五
万
九
千
円
（
一
二
・
〇
％
）

の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
以
下
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
表
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

２年度
－
瓦636261

50

40

○

グラフで見る(一般会計)歳入歳出予算の構成内訳
W
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活力ある地域産業の振興

◇菌道及びかんがい排水整備事業…1億2,335万円

◇県営基幹排水対策特別事業負担金…4,198万円

◇団体営及び県営圃場整備事業補目力…1,665万円

◇地域畜産総合対策事業補助…………4,919万円

◇首都圏園芸確立事業補助……………1,200万円

□

(２年度一般会計予算を昭の人□・世帯数で割った場合)

　平成２年日月･1日現在人□39,605人　世帯数11 ,326世帯

会　　計　　名 予　算　額 前年比

国民健康保険 16億1,567万9千円 5.2％

公共下水道事業 12億2,683万ﾌ千円 8.8％

奨　学　資　金 159万1千円 10.0％

老人保健事業 13億3,190万6千円 ﾌ.1％

水道事業 予　算　額 前年比

収益的|;ム
4億3,007万8千円 5.8％

4億　299万2千円 △0.9％

※　　　　収　入舜半

　　支　出

6,543万円 24.8％

1億8,784万8千円 18.9％

※収支の不足額については、過年度分並びに当年

　度分損益勘定留保資金及び減債積立金・建設改

　良積立金で補てんします。

　　　　　　　　　　(1万円未満は切り捨て)

創造性に富む心豊かな人づくり

◇壬生小体育館及びフール建設工事　4億ﾌ,294万円

◇藤井小・羽生田小フール建設工事　1億4,263万円

◇安塚小校庭用地取得…………………1億4,924万円

◇ふれあい広場整備事業… 2,839万円

◇ふれあいフール用地取得………………5,887万円

きがいある社会福祉の充実

◇特別養護老人ホーム(しもつけ荘)補助1,200万円

◇社会福祉協議会補助……………………1,195万円

◇福祉タクシー

◇デイ・サービス事業………………

◇シルバー人材センター補助

80万円

591万円

500万円

◇家庭奉仕員委託…………………………1､136万円

◇北部土地区画整理事業

　負担金・補助金

1,630万円

一

◇児童公園整備事業………………………1,975万円

◇壬生聖地公国整備事業……………3億　584万円

◇昭道新設改良事業…………………9億8,526万円

安全で快適な生活環境づくり一つ

◇し尿処理施設関連事業…………………3,652万円

◇石橋地区消防組合負担金……………2億9,712万円

◇消防施設整備

　　(防火水槽・消防自動車)

◇下水道処理場築造‥j…………………1億4,200万円

◇雨水幹線整備事業負担金……………1億5,000万円

◇下水道管渠築造………………………4億8,750万円

◇水道配水管布設等工事………………1億　921万円

壬生町民憲章　１．思いやりに満ちた心であたたかい社会をつくります



みぶlllllFII目||llllllllillllllllFIIII16111111田田|目|||||

報広

　
わ
た
し
た
ち
の
生
活
の
中
で
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
ト
イ

レ
で
す
が
、
誰
も
が
嫌
が
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。
多
額

の
資
金
を
投
じ
て
建
設
さ
れ
る
下
水
道
は
、
ト
イ
レ
の
水
洗

化
を
は
じ
め
、
わ
た
し
た
ち
の
快
適
な
生
活
と
豊
か
な
自
然

の
回
復
を
約
束
し
ま
す
。

　
今
回
は
、
受
益
者
負
担
金
制
度
に
つ
い
て
お
話
し
ま
し
よ

う
。受

益
者
負
担

　
金
制
度
と
は

　
下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
利
益
を
受
け
る
人
（
受
益
者
）

に
対
し
て
、
下
水
道
建
設
費
の
一
部

を
受
益
の
範
囲
内
で
賦
課
す
る
制
度

が
、
受
益
者
負
担
金
制
度
で
す
。
こ

の
負
担
金
は
、
都
市
計
画
法
に
基
づ

き
町
の
条
例
で
定
め
て
賦
課
し
て
い

ま
す
。

　
下
水
道
整
備
と
と
も
に
汚
水
が
排

除
さ
れ
、
周
辺
の
生
活
環
境
も
改
善

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
ほ
か
の
地
域
七

比
べ
て
、
土
地
の
利
用
価
値
が
高
く

な
り
ま
す
。
し
か
し
、
下
水
道
を
整

備
す
る
費
用
は
、
主
と
し
て
、
国
々

町
な
ど
の
公
費
（
税
金
な
ど
）
で
す

そ
の
た
め
、
下
水
道
設
置
に
よ
り
利

便
を
受
け
る
人
に
も
建
設
費
の
一
部

負担金を納める人（例）

受益者→○　　　　受益者→Ａ

へ

　W

を
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、
公

平
な
負
担
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
か

ら
、
受
益
者
負
掛
金
制
度
が
生
ま
れ

ま
し
た
。

受
益
者
と
は

　
受
益
者
と
は
、
下
水
道
が
整
備
さ

れ
た
地
域
の
土
地
所
有
者
を
い
い
ま

す
。
た
だ
し
、
土
地
に
地
上
権
、
質

権
、
使
用
貸
借
、
賃
貸
権
な
ど
の
権

利
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

権
利
者
が
受
益
者
で
す
。

受益者→Ａ受益者→Ｂ

負
担
金
の

　
　
賦
課
区
域

　
受
益
者
負
担
金
は
、
下
水
道
が
整

備
計
画
さ
れ
る
区
域
す
べ
て
の
土
地

が
対
象
と
な
り
、
整
備
状
況
に
合
せ

て
順
次
、
賦
課
徴
収
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
賦
課
徴
収
す
る
区
域
を
「
賦

課
対
象
区
域
」
と
い
い
、
毎
年
、
年

度
初
め
に
告
示
し
、
み
な
さ
ん
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

（負担金算出例）

　土地面積100坪（330�）の場合は、

　　330�×300円＝99､000円となります。

※納期　第１期６月１日から６月30日

　　　　第２期８月１日から８月31日

　　　　弟３期10月１日から10月31日

　　　　第４期翌年旬月1日から1月31日

負
担
金
及
び

　
　
納
付
方
法

○
負
担
金
は
一
平
方
言
当
た
り
三
〇

　
○
円
で
す
。

○
負
担
金
は
五
年
に
分
割
し
、
毎
年

　
四
回
（
通
算
二
〇
回
）
納
期
に
納

　
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
、

〈
一
括
納
付
報
奨
金
〉

　
受
益
者
負
担
金
を
一
括
納
付
し
ま

す
と
、
納
期
数
に
よ
り
最
高
二
〇
％

の
範
囲
内
で
報
奨
金
が
交
付
さ
れ
ま

す
。

　
〈
受
益
者
の
申
告
〉

　
賦
課
対
象
区
域
に
土
地
を
所
有
し

て
い
る
方
は
、
「
公
共
下
水
道
事
業

受
益
者
申
告
書
」
に
よ
り
、
申
告
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
特
に
、
土
地
に
所
有
権
以
外
の
権

利
（
地
上
権
、
賃
貸
借
な
ど
）
が
あ

る
場
合
に
は
、
申
告
書
に
必
ず
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
他
、
災
害
な
ど
特
別
の
事
情

が
あ
る
と
き
は
、
受
益
者
負
祖
金
の

徴
収
猶
予
や
減
免
な
ど
の
措
置
も
受

け
ら
れ
ま
す
。

▽
く
わ
し
く
は
、
下
水
道
課
ま
で
お

　
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
露
Ｔ
２
３
５

１．働くことによろこびをもち豊かな生活をきずきます壬生町民憲章



町施設(昌昌ププっの

　合同落成式行う

町施設の完成を祝って乾杯

ヽ 一

　
平
改
元
年
度
事
業
に
よ
り
完
成
し

た
町
施
設
を
祝
う
合
同
落
成
式
が
、

三
月
十
四
日
、
壬
生
町
農
協
会
館
に

お
い
て
、
県
の
代
田
環
境
整
備
課
長

を
け
じ
め
、
佐
藤
県
議
、
梁
島
町
議

会
議
長
ら
町
議
会
関
係
者
、
そ
し
て

地
権
者
及
び
工
事
関
係
者
な
ど
多
数

の
方
々
が
出
席
し
、
盛
大
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
柚
井
町
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
地

権
者
三
十
四
名
、
設
計
・
施
工
・
管

理
業
者
五
社
の
方
々
に
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　
施
設
の
概
要

◇
壬
生
町
し
尿
処
理
施
設
建
設
工
事

　
（
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
）

所
在
地
・
大
字
壬
生
甲
字
愛
宕
前

　
　
　
　
　
　
１
９
５
５
番
地
２

ｽﾉで

昭
和
6
3
年
１
２
月
１
０
日

平
成
２
年
３
月
１
０
日

総
工
芦
　
５
億
３
。
８
７
０
万
円

施
設
概
要
・
　
し
尿
処
理
施
設
・
処
理

　
　
　
　
能
力
3
6
キ
ロ
必
／
日

　
　
　
　
（
高
負
荷
脱
窒
素
処
理
方
式
）

建
築
内
容
ヽ
処
理
棟
～
地
下
一
階
、

　
　
　
　
地
上
二
階
、
延
べ
床
面
積

　
　
　
　
Ｉ
０
１
５
平
方
旨
。
管
理

　
　
　
　
棟
～
同
（
？
‐
６
平
方
は
。

最
新
設
備
の
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

◇
壬
生
町
立
安
塚
小
学
校
プ
ー
ル

　
建
設
工
事

所
在
地
　
大
字
安
塚
２
０
７
８
番
地

羞
　
工
　
平
成
元
年
４
月
2
1
日

完
　
成
　
平
成
元
年
８
月
2
5
日

総
工
費
　
６
。
４
１
６
万
９
千
円

施
設
概
要
　
鋼
板
フ
ー
ル
３
６
０
平

　
　
　
　
方
ほ
（
６
コ
ー
ス
×
2
5
旨
）

　
　
　
　
幼
児
プ
ー
ル
併
設

　
　
　
　
付
属
棟
６
８
平
方
陪
（
更
衣

　
　
　
　
室
、
便
所
、
機
械
室
な
ど
）

鯉感心ﾚ三才□

１
１
レ
ー
ー
ー
ー
ー
゛

地
価
公
示
価
格
を

　
土
地
取
引
の
基
準
に

　
平
成
二
年
の
土
地
の
公
示
価
格
が

国
か
ら
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
価
格
は
、
地
価
公
示
法
に
基

づ
い
て
「
正
常
な
土
地
の
価
格
」
を

公
表
す
る
も
の
で
、
毎
年
一
月
一
日

現
在
で
調
査
を
し
た
も
の
を
、
四
月

一
日
に
公
示
し
て
い
ま
す
。

　
本
町
で
は
、
九
か
所
が
公
示
さ
れ

ま
し
た
。
詳
細
に
つ
い
て
閲
覧
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
企
画
財
政
課
ま
で

お
こ
し
く
だ
さ
い
。

　
標
準
地
の
単
位
面
積
は
一
平
方
訂

当
た
り
の
価
格
で
す
。

　
　
市
街
化
区
域

［
］
願
東
端
堵
」
）

ｏ
中
央
町
三
二
七
番
三
（
中
央
町
二

　
－
一
五
）
　
　
　
六
尺
、
二
〇
〇
円

ｏ
い
ず
み
町
六
一
九
番
四
五
（
い
ず

　
み
町
八
－
一
九
）

　
　
　
　
　
　
　
六
九
、
〇
〇
〇
円

－
○
大
師
町
八
二
九
番
三
ほ
か
（
大
師

　
（
幸
町
二
人
一
〇
ｉ
一
言

　
　
　
　
　
　
　
七
九
、
四
〇
〇
円

ｏ
安
塚
宇
西
南
原
八
七
七
番
四

　
　
　
　
　
　
　
五
一
、
一
〇
〇
円

　
（
娠
燐
奏
楽
隣
碑
）

ｏ
中
央
町
⊇
三
六
番
（
中
央
町
五

　
－
二
四
）
　
　
　
九
〇
、
二
〇
〇
円

　
市
街
化
調
整
区
域

ｏ
藤
井
宇
宿
坪
一
言
二
三
番
二

　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
七
、
三
〇
〇
円

ｏ
七
ツ
石
宇
柴
田
内
七
九
〇
番

　
　
　
　
　
　
　
　
八
、
六
〇
〇
円

　
町
Ｔ
五
－
三
二
）
五
六
、
三
〇
〇
円
　
　
ｏ
安
塚
宇
西
原
二
三
八
九
番
一
石
か

○
幸
町
二
丁
目
三
四
〇
二
番
五
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
、
七
〇
〇
円

１

１．きまりを守り互いに信じあう明るい町をつくります壬生町民憲章
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四
日
二
日
付

○
印
は
昇
任
、
（
　
）
は
旧

▽
民
生
経
済
部
長
（
民
生
経
済
部
長

兼
保
健
課
長
）
神
長
英
幸
▽
保
健
課

長
（
議
会
事
務
局
長
）
小
田
垣
　
勤

▽
議
会
事
務
局
長
（
住
民
課
長
）
山

名
延
男
▽
住
民
課
長
（
商
工
観
光
諌

言
橋
本
　
守
▽
商
工
観
光
課
長
（

水
道
課
長
）
會
井
秀
雄
▽
水
道
課
長

　
（
教
務
課
長
）
荒
井
充
訓
○
教
務
課

長
（
保
健
課
主
幹
兼
清
掃
セ
ン
タ
ー

所
長
）
粂
川
俊
夫
▽
保
健
課
主
幹
兼

清
掃
セ
ン
タ
ー
所
長
（
住
民
課
主
幹

兼
住
民
係
長
）
山
田
　
真
▽
保
健
課

主
幹
兼
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
所
長
（
義

務
課
主
幹
兼
振
興
係
長
）
水
野
幸
男

▽
社
会
教
育
課
主
幹
兼
嘉
陽
が
丘
ふ

れ
あ
い
広
場
宿
泊
研
修
施
設
長
（
社

会
体
育
課
主
幹
兼
総
合
運
動
場
長
）

粒
良
悦
司
マ
社
会
体
育
課
長
兼
総
合

運
動
場
長
（
社
会
体
育
課
長
）
鈴
木

之
夫
▽
出
納
室
長
（
出
納
室
長
兼
出

納
係
長
）
日
永
正
巳
▽
水
道
課
主
幹

　
（
水
遠
謀
主
幹
兼
業
務
係
長
）
太
田

芳
明
▽
都
市
計
画
課
主
幹
（
都
市
計

画
課
主
幹
兼
管
理
指
導
係
長
）
渡
辺

英
雄
▽
商
工
観
児
孫
主
幹
（
商
主
観

光
課
主
幹
兼
商
工
観
光
係
長
）
増
淵

陽
三
▽
福
祉
課
主
幹
（
福
祉
課
主
幹

兼
社
会
福
祉
係
長
）
二
瓶
義
彦
▽
税

務
課
主
幹
（
税
務
課
主
幹
兼
保
険
税

係
長
）
粂
川
邦
夫

▽
税
務
課
長
補
佐
兼
庶
務
徴
収
係
長

　
（
建
設
課
長
補
佐
兼
土
木
係
長
）
田

村
　
佳
▽
建
設
課
長
補
佐
兼
土
木
係

長
（
税
務
課
長
補
佐
兼
庶
務
徴
収
係

長
）
森
田
純
市
▽
農
務
課
長
補
佐
兼

振
興
係
長
（
総
務
課
長
補
佐
兼
文
書

管
理
係
長
）
橋
本
良
計
▽
商
工
観
光

課
長
補
佐
（
商
工
観
光
課
長
補
佐
兼

工
業
開
発
係
長
）
田
中
好
雄
○
商
工

観
光
課
長
補
佐
兼
工
業
開
発
係
長
（

総
務
課
消
防
交
通
係
長
）
石
村
　
進

○
教
務
課
長
補
佐
兼
学
校
教
育
係
長

　
（
教
務
課
学
校
教
育
係
長
）
鈴
水
平

八
郎
○
出
納
室
長
補
佐
兼
審
査
係
長

　
（
出
納
室
審
査
係
長
）
石
井
　
清
○

福
祉
課
長
補
佐
兼
第
三
保
育
所
長
（

第
三
保
育
所
長
）
粂
川
幸
子
▽
都
市

計
画
課
管
理
指
導
係
長
（
住
民
課
国

民
年
金
係
長
）
田
中
正
雄
○
総
務
課

車
両
係
長
（
総
務
課
主
査
）
入
江
正

治
○
住
民
課
国
民
年
金
係
長
（
保
健

諜
主
査
）
伊
藤
国
知
▽
水
道
課
業
務

係
長
（
下
水
道
課
業
務
係
長
）
佐
藤

正
二
〇
商
工
観
光
課
商
工
観
光
係
長

　
♀
水
道
課
主
査
）
安
納
一
雄
ｏ
総

　
　
　
　
　
　
　
　
）

務
課
文
書
管
理
係
長
（
総
務
課
主
査
）

稲
葉
輝
雄
○
総
務
課
消
防
交
通
係
長

　
（
保
健
課
主
査
）
榎
本
安
夫
○
農
業

委
員
会
庶
務
係
長
（
出
納
屋
主
査
）

海
老
沼
英
男
○
住
民
課
住
民
係
長
（

教
務
課
主
査
）
長
　
恵
子
○
出
納
屋

出
納
係
長
（
住
民
譚
主
査
）
小
平
政

美
○
福
祉
課
社
会
福
祉
係
長
（
税
務

課
主
査
）
熊
倉
英
吉
○
税
務
課
保
険

税
係
長
（
税
務
課
主
査
）
渡
辺
稔
夫

○
下
水
道
課
業
務
係
長
（
下
水
遠
謀

主
査
）
神
水
喜
市

▽
税
務
課
主
査
（
都
市
計
画
課
主
査
）

石
塚
哲
夫
▽
都
市
計
画
課
主
査
（
税

務
課
主
査
）
渡
辺
好
央
▽
総
務
課
主

査
（
教
務
課
主
査
）
後
藤
　
昇
▽
教

務
課
主
査
（
議
会
事
務
局
主
査
）
吉

田
久
美
子
▽
保
健
課
主
査
（
福
祉
課

主
査
）
大
橋
　
肇
▽
下
水
道
課
主
査

　
（
社
会
体
育
課
主
査
）
尾
花
利
夫
▽

商
工
観
光
課
主
査
＝
栃
木
県
工
業
課

派
遣
（
農
業
委
員
会
主
査
）
栗
原
隆

▽
社
会
教
育
課
主
査
（
水
道
謀
主
査
）

篠
原
一
雄
○
総
務
課
主
査
（
社
会
教

育
課
主
事
）
人
見
賢
吉
○
企
画
財
政

課
主
査
（
同
主
事
）
越
路
正
一
〇
都

市
計
画
課
主
査
＝
栃
木
県
県
央
地
域

開
発
事
業
団
派
遣
（
同
主
事
）
神
水

全
始
○
農
務
課
主
査
（
同
主
事
）
高

木
志
津
子
○
商
工
観
光
課
主
査
（
同

ト
王
事
）
鯉
沼
豊
子
○
第
一
保
育
所
士

　
査
（
同
保
母
）
冨
居
恭
子
○
第
二
保

　
育
所
主
査
（
同
保
母
）
西
山
真
弓
○

　
第
三
保
育
所
主
査
（
同
保
母
）
蟻
生

　
綾
子
○
第
五
保
育
所
主
査
（
同
保
母
）

　
渡
辺
初
枝
○
社
全
教
育
課
士
女
（
同

　
司
書
）
笹
崎
　
明
○
水
道
課
主
査
（

　
同
主
事
）
小
谷
野
紀
雄

▽
議
会
事
務
局
書
記
（
総
務
課
主
事
）

神
永
春
美
▽
住
民
譚
主
事
（
総
務
課

主
事
）
宮
武
由
岐
子
▽
第
一
保
育
所

保
母
（
第
二
保
育
所
保
母
）
神
永
久

子
▽
第
二
保
育
所
保
母
（
第
一
保
育

所
保
母
）
戸
崎
晴
子
○
住
民
課
主
事

　
（
同
主
事
補
）
田
中
史
子
▽
社
会
体

育
課
主
事
補
（
宿
泊
研
修
施
設
管
理

人
）
人
見
恭
司

▽
壬
生
小
公
仕
（
安
塚
小
会
仕
）
大

垣
正
男
▽
藤
井
小
公
仕
（
壬
生
小
公

仕
）
中
島
平
三
▽
壬
生
来
小
公
仕
（

壬
生
北
小
公
仕
）
神
水
延
男
▽
睦
小

公
仕
（
稲
葉
小
公
仕
）
戸
崎
　
武
▽

稲
葉
小
公
仕
（
羽
生
田
小
会
仕
）
塚

崎
絞
一
郎
▽
壬
生
北
小
公
仕
（
睦
小

公
仕
）
吉
田
善
男
▽
安
塚
小
公
仕
（

壬
生
来
小
公
竺
小
須
田
今
朝
吉
▽

壬
生
中
公
仕
（
藤
井
小
公
仕
）
佐
藤

智
義
▽
南
犬
飼
中
公
仕
（
壬
生
中
公

仕
）
林
　
博
昭
▽
壬
生
小
給
食
婦
｛

　
　
　
　
　
｝

壬
生
中
給
食
婦
）
佐
藤
悦
子
▽
稲
葉

小
給
食
婦
（
羽
生
田
小
給
食
婦
）
神

永
喜
恵
子
▽
羽
生
田
小
給
食
婦
（
稲

葉
小
給
食
婦
）
荒
川
ミ
ツ
子
▽
安
塚

小
給
食
婦
（
南
犬
飼
中
給
食
婦
）
小

林
カ
ネ
▽
南
犬
飼
中
給
食
婦
（
安
塚

小
給
食
婦
）
藤
沢
ア
イ
子
▽
壬
生
中

給
食
婦
（
藤
井
小
給
食
婦
）
橋
本
和

子○
新
採
用
職
員

　
▽
水
遠
謀
主
事
袖
大
橋
由
孝
▽
建

　
設
謀
主
事
補
菊
地
政
一
　
▽
下
水
道

　
謀
主
事
補
手
塚
和
弘
▽
教
務
課
主

　
事
補
岩
崎
賢
治
▽
保
健
謀
主
事
補

　
藤
栄
弓
子
▽
総
務
課
主
事
補
高
島

　
明
美
▽
住
民
謀
主
事
補
荒
井
愛
子

　
▽
税
務
謀
主
事
補
青
木
睦
子
▽
第

　
一
保
育
所
保
母
黒
崎
裕
子
▽
第
一

保
育
所
保
母
桜
井
啓
子
▽
第
四
保

育
所
保
母
清
水
美
佳
▽
羽
生
田
小

公
仕
伊
藤
喜
一

○
退
職
者

　
　
　
　
　
（
三
月
三
十
一
日
付
）

　
▽
中
川
忠
蔵
（
総
務
課
車
両
係
長
）

　
▽
早
乙
女
冨
士
告
示
水
道
謀
主
査
）

　
▽
赤
羽
根
イ
ツ
子
（
南
犬
飼
中
公
竺

　
▽
小
平
祥
子
（
住
民
謀
主
事
）
▽
小

　
林
久
美
子
（
第
一
保
育
所
保
母
）
▽

　
増
田
貴
子
（
第
四
保
育
所
保
母
）
▽

　
石
川
広
子
（
壬
生
小
給
食
婦
）



剣
士
た
ち
熱
戦
を
展
開

　
　
　
　
第
四
回
町
民
剣
道
大
会

　
剣
道
を
通
し
て
心
身
の
鍛
練
に
は

げ
む
剣
士
た
ち
が
、
三
月
十
一
日
町

武
道
程
に
集
ま
り
、
第
四
回
町
民
剣

道
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
試
合
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
〔
一
般
の
部
〕

優
　
勝
　
　
印
南
　
政
利
（
幸
町
コ

準
優
勝
　
　
朝
日
　
康
雄
（
上
　
田
）

三
　
位
　
　
井
上
　
泰
志
（
幸
町
二
）

　
″
　
　
松
本
　
憲
祐
（
上
　
田
）

〔
中
学
生
男
子
の
部
〕

優
　
勝
　
荒
川
　
彰
二
（
壬
生
中
）

準
霖
青
柳
貨
（
作
数
行
七

三
　
位
　
印
南
　
忠
志
（
南
犬
飼
中
）

　
μ
　
　
冨
永
健
太
郎
（
　
　
″
　
）

（
中
学
生
女
子
の
部
）

－
―

－皿
　
優
　
勝
　
川
島
　
美
和
（
壬
生
巾
こ

ＩＩＩ
―

準
優
勝

三
　
位

川
島
　
寿
美
（
壬
生
中
）

篠
原
　
美
和
（
　
り
　
）

鳥
居
志
緒
里
（
　
″
）

一
小
学
生
五
・
六
年
の
部
〕

三
位
須
藤
玲
子
（
訂
言
言

　
〔
小
学
生
＝
丁
四
年
の
部
〕

優
勝
須
藤
昌
言
甘
言
ち
）

準
優
勝

三
　
位

深
津
　
弘
二
（
　
μ
　
）

佐
藤
貴
子
（
訂
ご
⊇

杉
山
　
和
久
（
　
が
　
）

〔
小
学
生
Ｔ
二
年
の
部
〕

優
勝
木
野
内
勝
久
（
皿
付
言

優
勝
篠
原
隆
秀
（
討
ド
）
　
準
優
勝

率
優
漆
器
竺
（
訂
付
言
三
位

三
位
木
野
内
和
良
四
龍
三
　
　
μ

口
内
　
憂
台
お
も
ち
や
ら
ま
ち

力
糸
　
ｆ
？

（
剣
道
ク
ラ
ブ
　

）

松
井
　
大
輔
（
　
″
）

田
中
　
康
広
（
　
か
　
）

実
力
伯
仲
で
延
長
戦
も

　
　
　
第
四
回
町
民
柔
道
大
会

　
第
四
回
町
民
柔
道
大
会
が
づ
二
月

十
八
目
、
町
武
道
館
で
開
催
さ
れ
、

日
頃
か
ら
鍛
練
を
積
ん
で
き
た
選
手

た
ち
は
、
延
長
戦
を
行
う
な
ど
、
熱

戦
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〔
一
般
の
部
〕

優
　
勝
　
土
肥
　
健
一
　
（
六
美
町
北
）

準
優
勝
　
尾
花
　
房
男
三
一
好
町
）

第
三
位
　
古
葉
　
明
宏
（
国
谷
言

　
μ
　
　
大
粟
　
　
忍
（
六
美
町
北
）

　
〔
中
学
生
の
部
〕

優
　
勝
　
高
岩
　
　
功
（
南
天
中
）

準
優
勝
　
野
口
　
　
勉
（
南
天
中
）

第
三
位
　
小
野
　
雅
智
（
南
天
中
）

　
μ
　
　
古
谷
　
宏
紀
（
南
天
中
）

　
〔
小
学
生
の
部
〕

優
　
勝
　
手
塚
　
幹
雄
（
壬
生
生

準
優
勝
　
二
瓶
　
義
章
（
壬
生
生

第
三
位

松
本
　
博
行
（
北
　
大

北
條
　
秀
武
（
北
　
小
）

食事と健康⑩体
重
計
と
鏡

☆
身
の
用
心

一
、
い
つ
も
心
に
体
重
計
。

一
、
お
風
呂
で
毎
日
、
も
み
も
み
体

　
　
操

一
、
ゴ
ム
の
ス
カ
ー
ト
は
さ
ま
せ
ん
。

一
、
全
身
の
う
つ
る
鏡
を
買
い
ま
し

　
　
よ
う
。

一
、
満
腹
時
、
ベ
ル
ト
は
決
し
て
ゆ

　
　
る
め
な
い
。
…
…
…
…

　
こ
ん
な
ユ
ニ
ー
ク
な
宣
伝
文
句
を

使
っ
て
、
あ
る
食
品
メ
ー
カ
ー
が
ダ

イ
エ
ッ
ト
食
品
を
イ
メ
ー
ー
ジ
さ
せ
て

い
ま
し
た
。

　
成
人
病
は
、
肥
満
が
原
因
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
多
い
も
心
で
す
。
つ

ま
り
、
成
人
病
は
食
事
や
運
動
の
バ

ラ
ン
ス
と
密
接
な
係
わ
り
を
持
っ
て

い
ま
す
。
私
た
ち
に
と
っ
て
「
健
康
」

は
、
最
終
目
標
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

何
を
す
る
に
も
健
康
で
あ
る
と
い
う

こ
と
が
必
須
条
件
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
成
人
病
の
予
防
に
は
、
ま
ず
、
家

に
体
重
計
と
全
身
の
う
つ
る
鏡
を
お

い
て
、
自
分
の
体
重
を
コ
ン
ト
四
―
・

ル
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
し
て

一
生
自
分
の
ベ
ス
ト
体
重
で
過
ご
し

た
い
も
の
で
す
。

　
さ
て
、
私
た
ち
の
標
準
体
重
は
、

　
標
準
体
重
土
身
長
－
Ξ
ご
）
×
○
、

九
と
い
う
式
が
一
般
的
で
す
。
し
か

し
、
こ
の
体
重
が
本
人
に
と
っ
て
の

理
想
体
重
で
は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

標
準
体
重
上
下
一
〇
％
く
ら
い
の
帽

が
で
て
き
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
人

に
と
っ
て
、
一
番
体
の
調
子
の
良
い

体
重
が
、
ベ
ス
ト
体
重
に
な
り
ま
す
。

ち
な
み
に
、
二
〇
歳
代
前
半
の
こ
ろ

の
体
重
を
維
持
す
る
の
が
望
ま
し
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
（
そ
の
こ
ろ

極
端
に
肥
っ
て
い
た
り
、
や
せ
て
い

た
人
は
別
で
す
）
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「現況届」を忘れずに./
誕生月には現況届を出しましよう

注射
　
年
金
を
受
け
て
い
る
人
が
引
き
続

い
て
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
毎

年
二
回
「
現
況
届
」
を
提
出
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
も
し
、
現
況
届
を
忘
れ
て
い
る
と
、

一

次
回
の
支
払
月
分
か
ら
現
況
届
が
提

出
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
年
金
の
支
払

い
が
停
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
で
す
か
ら
、
現
況
届
は
必
ず
提
出

期
間
ま
で
に
提
出
す
る
よ
う
、
心
掛

け
て
く
だ
さ
い
。

－
－
に
つ
い
て
は
七
月
末
日
、
他
の

年
金
は
誕
生
月
の
末
日
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
住
民
課
国
民
年
金

係
（
｀
芯
一
１
（
乙
Ｑ
）
４
）
ま
で
お
か
ず

ね
く
だ
さ
い
。

身近収税/の/

/い/ろ/い/ろ/⑩

●印紙税●
文書を作成した人が納める

　
わ
た
し
た
ち
の
日
常
生
活
に
か
か

わ
り
の
深
い
税
に
、
印
紙
税
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
借
用
証
言
や
領
収

書
な
ど
の
文
書
に
か
か
る
税
で
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
不
動
産
の
売
買
契
約

書
や
預
金
通
帳
な
ど
、
経
済
取
り
引

き
に
際
し
て
作
成
さ
れ
る
文
書
に
印

紙
税
が
か
か
り
ま
す
。

文
書
に
よ
っ
て
変
わ
る
税
額

印
紙
税
の
納
税
は
、
原
則
と
し
て

｀WZ

文
書
を
作
っ
た
人
が
し
ま
す
が
、
そ

の
方
法
は
、
印
紙
税
額
に
相
当
す
る

金
額
の
収
入
印
紙
を
文
書
に
は
り
、

消
印
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
い
ま

す
。

　
こ
う
し
た
文
書
に
か
か
る
印
紙
税

は
、
た
と
え
ば
預
金
通
帳
な
ど
の
場

合
、
一
冊
に
つ
き
一
年
ご
と
に
定
額

二
〇
〇
円
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
文

書
の
内
容
と
金
額
に
よ
っ
て
税
額
の

変
わ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　
そ
の
た
め
、
次
の
よ
う
に
間
違
い

や
す
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

　
間
違
え
や
す
い
例

◆
レ
ジ
ス
タ
ー
な
ど
か
ら
打
ち
出
さ

れ
た
レ
シ
ー
ト
も
、
代
金
を
受
け
取

っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
で
す
か

ら
、
記
載
さ
れ
た
金
額
が
三
万
円
以

上
に
な
る
と
印
紙
税
が
か
か
り
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
税
務
署
で

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
印
紙
税
が
か
か

る
か
ど
う
か
は
、
文
書
の
名
称
や
形

式
的
な
記
載
文
言
に
関
係
な
く
、
そ

の
実
質
的
な
内
容
に
よ
っ
て
判
断
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
印
紙
税

に
つ
い
て
分
か
ら
な
い
点
が
あ
る
と

き
は
、
栃
木
税
務
￥
E
I
０
８
Ｑ
）
［
Ｄ

又
は
、
税
務
相
談
室
四
�
７
４
り
ａ
［
Ｄ

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

「北原６号墳」の

　発掘調査について

　
羽
生
田
宇
北
原
に
お
い
て
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
「
北
原

六
号
墳
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
こ
の
古
墳
は
、
羽
生
田
北
原
古
墳
群
（
一
七
基
）
の
一
つ

で
、
直
径
が
約
一
七
八
の
円
墳
で
す
。
墳
丘
の
周
囲
に
は
堀

が
ご
っ
て
い
ま
し
た
。

　
遺
骸
を
埋
葬
す
る
石
室
は
、
墳
丘
の
ほ
ぼ
中
心
に
川
原
石

を
使
っ
て
造
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
石
室
の
大
き
さ
は
、
長
さ

四
礼
帽
∵
五
礼
深
さ
丁
五
言
ほ
ど
で
す
。
石
室
内

は
盗
掘
さ
れ
た
ら
し
く
、
大
き
な
天
井
石
が
落
下
し
て
い
ま

し
た
。

　
し
か
し
、
石
室
内
か
ら
は
鉄
刀
（
長
さ
約
四
〇
セ
ン
チ
言

や
鉄
鎖
（
矢
の
先
）
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
墳
丘

や
掘
の
中
か
ら
匹
や
七
な
ど
の
土
器
も
出
て
い
ま
す
。

　
）



エ
ッ
セ
イ
ス
ト
志
賀
か
う
子
氏
を
迎
え
て

第
二
回
婦
人
問
題
を
考
え
る
集
い
開
催

た
。
ま
た
、
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
の
出
合
い

を
通
し
て
」
を
発
表
さ
れ
た
池
節
子

さ
ん
（
幸
町
）
は
、
現
南
犬
飼
中
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
長
で
も
あ
り
、
長
年
の
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
、
少
年
補
海
員
の
体
験
を
も

と
に
。
Ｉ
モ
ア
を
ま
じ
え
た
話
術
で

話
を
さ
れ
ま
し
た
。
お
二
人
と
も
体

験
を
も
と
に
し
た
貴
重
な
お
話
に
、

参
会
の
人
た
ち
に
深
い
感
動
を
与
え

ま
し
た
。

　
そ
の
後
行
わ
れ
た
記
念
講
演
で
は

宇
都
宮
市
の
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
志
賀
か

う
千
先
生
を
迎
え
、
「
今
、
家
庭
に

求
め
る
も
の
Ｉ
Ｉ
Ｉ
女
性
の
自
立
を
通

し
て
考
え
る
」
と
題
し
て
、
現
代
女

性
の
生
き
方
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し

た
。
女
性
が
社
会
的
自
立
を
し
、
よ

い
仕
事
を
し
て
も
、
家
庭
を
か
え
り

み
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
し
、
そ
れ

を
前
提
に
政
界
で
活
躍
す
る
女
性
や

そ
の
夫
人
な
ど
、
広
い
視
野
と
深
い

思
考
を
通
し
て
「
家
庭
の
在
り
方
」

に
つ
い
て
、
参
加
者
一
人
ひ
と
り
に

強
い
感
銘
を
与
え
ま
し
た
。

　
昨
年
県
の
仲
介
で
発
足
し
た
「
婦

人
問
題
を
考
え
る
集
い
」
は
、
今
回

か
ら
町
婦
人
連
絡
協
議
会
が
中
心
と

な
り
、
去
る
三
月
七
日
、
壬
生
中
央

、
４
公
民
館
で
開
催
さ
れ
、
一
五
〇
名
の

み
人
々
が
参
加
し
ま
し
た
っ

報
　
事
例
発
表
で
「
私
の
農
の
道
」
を

広
発
表
さ
れ
た
渡
辺
和
子
さ
ん
（
助
谷
）
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は
、
「
農
９
記
録
」
で
県
一
位
、
全

国
大
会
で
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
て
お

り
、
農
一
筋
の
実
践
の
中
で
、
家
庭

を
大
切
に
し
な
が
ら
農
業
に
か
け
て

こ
ら
れ
た
愛
と
情
熱
を
話
さ
れ
ま
し

消
費
生
活
展
を
開
催

　
三
月
十
一
日
、
壬
生
中
央
公
民
館

に
お
い
て
、
消
費
生
活
展
が
開
催
さ

れ
、
多
く
の
方
々
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
訪
問
販
売
や
契
約
、
金
融
相
談
、

電
化
相
談
の
ほ
か
に
、
健
康
、
栄
養

相
談
コ
ー
ナ
ー
も
併
設
し
、
私
た
ち

消
費
生
活
者
が
、
健
康
で
豊
か
な
暮

ら
し
を
す
る
う
え
で
、
再
認
識
を
す

る
よ
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

り⑩

　
Ａ
Ｖ
資
料
を
導
入

　
今
回
は
平
成
２
年
度
の
事
業
に
っ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
ょ
う
。

　
今
年
度
の
目
玉
は
、
Ａ
Ｖ
（
視
聴

覚
機
器
）
資
料
の
導
入
で
す
。

　
情
報
手
段
の
発
達
は
め
ざ
ま
し
く
、

Ａ
Ｖ
資
料
は
教
養
・
娯
楽
に
は
不
可

欠
な
も
の
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
図
書
館
法
で
も
「
レ
コ
ー
ド
・
フ

ィ
ル
ム
の
収
集
に
も
十
分
留
意
し
て

…
…
一
般
大
衆
の
利
用
に
供
す
る
こ

と
」
が
図
書
館
奉
仕
こ
っ
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
か
ら
も
Ａ
Ｖ
資
料
の
導
入

を
望
む
声
が
た
く
さ
ん
寄
せ
ら
れ
て

き
ま
し
た
が
、
そ
の
声
に
お
応
え
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
収
集
す
る
も
の
は
Ｃ
Ｄ
（
Ｊ
ン
パ

ク
ト
デ
ィ
ス
ク
）
　
・
ビ
デ
オ
テ
ー
プ

を
中
心
に
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
館
内
で
視
聴
す
る
Ｊ
Ｉ
ナ

ー
も
設
け
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
楽

し
み
に
。

　
○
そ
の
ほ
か
の
事
業

ｏ
児
童
コ
ー
ナ
ー
の
充
実

　
児
童
専
用
の
書
架
等
を
備
え
て
、

楽
し
い
雰
囲
気
作
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

ｏ
参
考
図
書
・
コ
ー
ナ
ー
の
充
実
。

　
貸
出
と
同
時
に
調
査
・
研
究
の
お

手
伝
い
も
、
図
書
館
の
大
き
な
仕
事

で
す
。
書
架
・
図
書
を
増
設
し
ま
す
。

　
Ｏ
継
続
す
る
事
業

　
毎
月
一
回
の
読
書
会
、
「
ひ
ば
り
の

会
」
の
皆
さ
ん
に
よ
る
紙
芝
居
と
絵

本
の
会
は
、
今
年
度
も
行
い
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
そ
し
て
昨
年
１
１
月
に
始
っ
た
四
ゆ

う
が
お
・
み
ぶ
で
、
よ
り
き
め
細
か

な
サ
ー
ビ
ス
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

※
四
ゆ
う
が
お
・
み
ぶ
の
巡
回
日

０
５
月
１
０
日
用
　
藤
井
小
学
校

０
５
月
‥
日
日
白
　
稲
葉
地
区
公
民
館

０
５
月
１
６
日
用
　
安
塚
小
学
校

０
５
月
１
７
日
用
　
束
小
学
校

０
５
月
2
3
日
用

　
　
幸
町
一
丁
目
な
か
た
洋
品
店
裏

０
５
月
2
4
日
用
　
羽
生
田
小
学
校

０
５
月
2
5
日
溺
　
北
小
学
校

　
時
間
は
午
後
２
時
～
４
時
で
す
。

※
「
ひ
ば
り
の
会
」
の
皆
さ
ん
に
よ

る
紙
芝
居
と
絵
本
の
会

●
４
月
Ｍ
一
日
出
　
０
５
月
１
９
日
出

　
午
後
２
時
３
０
分
～
３
時
３
０
分
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「
町
民
の
ひ
ろ
ば
Ｌ
は
み
ん
な
で
作
る
ペ
ー
ジ
で
す
。
身
近
な
ニ
ュ
ー
ス
や
で
き
ご
と
を
紹
介

し
ま
す
の
で
、
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
万
は
お
気
軽
に
町
民
室
（
穏
二
二
三
四
内
線
一
二
五
）

ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

　
壬
生
下
馬
本
の
六
輪

会
（
増
田
ミ
ヤ
会
長
）

で
は
、
定
期
的
に
地
域

内
に
あ
る
神
明
言
付
近

の
清
掃
を
続
け
ら
れ
て

い
て
、
今
年
で
ト
年
目

を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
会
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ

執
年
時
代
に
入
っ
た
婦

人
た
ち
が
中
心
で
す
。

し
か
し
、
み
な
さ
ん
健

康
に
は
自
信
の
あ
る
人

ば
か
り
で
す
。

　
こ
の
ほ
か
の
活
動
と

し
て
、
毎
月
三
回
、
歌

や
踊
り
の
練
習
を
し
て

会
員
相
互
の
ふ
れ
あ
い

を
楽
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

お
元
気
な
六
鶏
舎
の
み
な
さ
ん

レ
ス
リ
ン
グ
全
国
大
会
で
健
闘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
利
之
君
（
三
年
）

　
　
　
　
　
　
　
壬
生
高
船
越
常
光
君
田
一
年
゛

　
全
国
高
等
学
校
選
抜
レ
ス
リ
ン
グ
　
　
　
両
君
は
、
昨
年
開
催
さ
れ
た
県
大

大
会
が
三
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
　
　
会
並
び
に
関
東
大
会
に
お
い
て
上
位

ま
で
新
潟
県
で
行
わ
れ
、
本
県
代
表
　
　
入
賞
を
果
た
し
て
お
り
、
今
回
の
全

と
し
て
、
壬
生
高
校
の
小
林
利
之
君
　
　
国
大
会
に
選
抜
さ
れ
た
も
の
で
す
。

（
三
年
）
と
船
越
常
光
君
（
三
年
）
　
　
　
　
同
校
レ
ス
リ
ン
ダ
部
は
昭
和
五
十

が
他
の
二
枚
と
と
も
に
出
場
し
、
小
　
　
九
年
に
創
設
さ
れ
て
お
り
、
本
大
会

林
君
が
ベ
ス
ト
1
6
に
入
る
な
ど
大
健
　
　
出
場
を
契
機
に
い
っ
そ
う
練
習
に
励

闘
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
で
い
ま
す
。

　
　
　
　
）

県
国
際
交
流
協
会
の

　
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
に
選
ば
れ
る

　
県
国
際
交
流
協
会
が
募
集
し
た
シ

ン
ボ
ル
マ
ー
ク
に
、
本
町
の
野
口
喜

美
子
さ
ん
（
国
谷
外
道
・
三
十
歳
）

の
デ
ザ
イ
ン
が
、
五
三
七
点
の
応
募

作
品
の
中
か
ら
選
ば
れ
、
同
協
会
よ

り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
作
品
は
白
地
に
青
の
ツ
ー
ト
ン
カ

ラ
ー
で
、
「
栃
本
の
頭
文
字
Ｔ
を
か

た
ど
っ
た
鳥
が
、
美
し
い
地
球
を
背

負
っ
て
世
界
（
未
来
）
に
は
ば
た
く

姿
を
表
現
」
し
た
見
事
な
も
の
で
、

今
後
、
同
協
会
の
顔
と
し
て
印
刷
物

や
記
念
品
、
各
種
国
際
交
流
の
イ
ベ

ン
ト
な
ど
多
方
面
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

自
信
作
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
手
に
喜
び
の
野
□
喜
美
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

清掃で

　仲間づくり

壬生下馬木　六輪会



公
園
に
子
供
た
ち
の
作
品

壬
生
東
小
の
六
年
生
が
デ
ザ
イ
ン
を
考
案

　
国
谷
土
地
区
画
辱
理
事
業
で
建
設

し
て
い
た
国
谷
第
一
児
童
公
園
の
園

路
に
、
同
公
園
近
く
の
壬
生
束
小
学

校
（
野
口
武
志
校
長
、
児
童
六
二
八

名
）
の
六
年
生
た
ち
デ
ザ
イ
ン
に
よ

る
カ
ラ
ー
ブ
四
ッ
ク
が
埋
設
さ
れ
ま

し
た
。

　
町
で
は
、
子
供
た
ち
の
身
近
で
親

ま
れ
る
公
園
に
し
よ
う
と
、
児
童
の

作
品
を
同
役
に
依
頼
し
ま
し
た
。
こ

公
園
の
作
品
の
前
で
ガ
ツ
ツ
ポ
ー
ズ

れ
は
初
め
て
の
試
み
で
、
「
卒
業
の

い
い
思
い
出
に
」
と
六
年
生
（
三
ク

ラ
ス
ー
ー
八
名
）
全
員
が
ア
イ
デ
ア

を
出
し
合
い
、
そ
の
中
の
十
二
点
が

採
用
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
き
れ
い
な
幾
何
学
俣
様
を
は
じ
め

向
き
介
っ
た
顔
や
ス
イ
セ
ン
の
花
、

そ
し
て
、
町
の
花
・
木
・
鳥
で
あ
る

ユ
ウ
ガ
オ
、
エ
ノ
キ
、
ヒ
バ
リ
も
圃

か
れ
て
お
り
ノ
子
供
た
ち
の
発
想
の

豊
か
さ
に
感
心
さ
せ
ら
れ
る
も
の
ば

か
り
。
同
公
園
東
側
の
園
路
、
幅
五

几
長
さ
六
万
ぃ
の
中
に
、
十
二
点

の
作
品
が
、
赤
や
青
、
黄
、
白
な
ど

で
色
ど
ら
れ
、
登
ド
校
の
児
童
や
地

域
の
人
た
ち
の
目
を
、
い
つ
ま
で
も

楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

か
ぜ
に
も
負
け
ず

第
一
回
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
親
善
大
会

　
昨
年
八
月
に
発
足
し
た
壬
生
町
ゲ

ー
ト
ボ
’
‘
ル
協
会
濤
水
正
三
会
長
）

高談言⑩
で
は
、
三
月
十
三
日
、
総
合
運
動
場

に
お
い
て
、
第
一
回
壬
生
町
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
親
善
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
会
員
の
建
康
増
進
と
親
睦
を
は
か

る
目
的
と
と
も
に
、
第
一
回
を
記
念

し
、
近
隣
市
町
か
ら
七
チ
ー
ム
を
招

待
し
て
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
西
風
が
と
て
も
強
く

肌
寒
い
一
日
で
し
た
が
、
参
加
者
た

ち
は
寒
さ
に
負
け
ず
に
元
気
に
プ
レ

イ
し
て
い
ま
し
た
。

〈
試
合
結
果
〉

優
　
勝
　
幸
四
長
幸
会
チ
ー
ム

準
優
勝
　
北
小
林
第
一
千
－
ム

三
　
位

東

下

城

亜

台
チ
ー
ム

町
チ
ー
ム

一
年
間
の
成
果
を
発
表

第
二
回
公
民
館
ま
つ
り

　
「
出
合
い
の
輪
を
広
げ
よ
う
」
を

キ
ャ
ヴ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
第
二
回
公
民

館
ま
つ
り
が
、
三
月
十
日
と
十
一
日

の
両
日
、
壬
生
中
央
公
民
館
で
開
催

ぶ
面
の
成
果
が
披
露
さ
れ
ま
し
勺

　
な
穏
公
民
館
ま
つ
り
の
益
金
の

ぶ
ぼ
、
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付

さ
れ
ま
し
た
。

お
元
気
に
自
慢
の
芸
披
露

第
十
二
回
老
人
演
芸
大
会　

三
月
二
日
、
老
い
て
ま
す

ま
す
お
元
気
な
み
な
さ
ん
が

壬
生
中
央
公
民
館
に
集
ま
り

第
十
二
回
老
人
演
芸
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
内
の
六
十
四
に
も
の
ぼ

る
老
人
ク
ラ
ブ
の
方
々
が
勢

ぞ
ろ
い
し
、
歌
や
踊
り
、
マ

ジ
ヴ
ク
、
劇
に
、
日
ご
ろ
の

お
元
気
な
活
動
ぶ
り
を
披
露

し
ま
し
た
。

写
真
は
壬
生
下
馬
木
老
人

ク
ラ
ブ
の
寸
劇
の
Ｉ
コ
マ
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あ達者　ｙ

カッフjl，

⑩上田　大垣1太!g!さん

　
家
庭
の
円
満
は

　
　
　
　
　
　
健
康
か
ら

　
大
垣
吉
太
郎
さ
ん
（
七
十
四
歳
）

と
妻
の
タ
ケ
さ
ん
（
七
十
三
歳
）
夫

婦
の
財
産
は
健
康
だ
と
い
い
ま
す
。

尋
常
小
学
校
か
ら
高
等
科
ま
で
の
八

年
間
、
一
日
も
休
ま
ず
、
お
二
人
と

も
精
勤
賞
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
今

で
も
お
元
気
に
農
業
の
手
伝
い
を
さ

れ
て
い
ま
す
。
「
家
庭
の
円
満
は
健
康

で
あ
る
こ
と
」
と
話
す
吉
太
郎
さ
ん

は
、
こ
れ
ま
で
、
夫
婦
げ
ん
か
を
し

た
こ
と
が
な
い
と
い
う
仲
の
良
い
夫

婦
で
す
。

　
ま
た
、
旅
行
が
好
き
で
昔
は
二
人

で
行
っ
た
そ
う
で
す
が
、
吉
太
郎
さ

ん
は
中
国
大
陸
か
ら
北
ア
メ
リ
カ
、

そ
し
て
、
ヨ
ー
四
ッ
パ
と
海
外
旅
行

も
た
く
さ
ん
し
ま
し
た
。
タ
ケ
さ
ん

は
も
っ
ぱ
ら
国
内
旅
行
で
、
外
国
は

好
き
じ
や
な
い
そ
う
で
す
。

　
生
涯
勉
強
と
の
考
え
か
ら
老
人
大

学
で
学
び
、
ま
た
、
民
謡
や
日
光
彫

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
な
ど
趣
味
も
幅
広
く

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
二
級
の
審
判
員
の

資
格
を
持
ち
、
選
手
と
し
て
も
活
躍

さ
れ
て
い
る
吉
太
郎
さ
ん
で
す
。

　
ク
ケ
さ
ん
は
、
鹿
沼
市
上
石
川
の

谷
中
家
か
ら
嫁
が
れ
五
十
二
年
目
に

な
り
ま
す
。
子
宝
に
も
恵
ま
れ
、
五

人
の
お
子
さ
ん
を
育
て
七
げ
、
今
で

は
十
人
の
お
孫
さ
ん
と
ひ
孫
さ
ん
も

お
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
、
夫
婦
仲

良
く
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
）

］聯

｜　　　　　　　　｜短
　
歌

　｜

　｜

　｜

　｜

一一

文
化
協
会

　
文
芸
部
選

店
に
米
て
片
言
に
云
ふ
青
年
の

　
　
　
　
　
二
人
の
会
話
は
韓
国
誇
ら
し

「
君
の
名
が
新
聞
に
出
て
る
よ
」
早
朝
の

　
　
　
　
友
の
電
話
に
こ
こ
ろ
は
な
や
ぐ

予
Ｉ
モ
ラ
ス
な
お
面
の
中
の
顔
見
た
し

　
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
の
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー

　
　
　
　
　
　
ー
「
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
」

　
　
　
　
　
　
　
　
三
年
　
黒
川
　
貴
広

脆◎⑩圧
一南犬飼中学校－

１
「
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
」

　
　
　
　
三
年
　
平
石
　
智
子

角
田
　
節
子
　
　
百
円
で
駄
菓
子
数
々
買
ふ
子
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
算
は
や
し
レ
ジ
の
主
婦
よ
り

　
　
　
俳
　
句

一
握
の
芹
持
ち
母
の
か
へ
り
来
し

百
千
の
風
の
ョ
ッ
ト
や
花
辛
夷

出
棺
を
持
つ
足
も
と
に
犬
ふ
ぐ
リ

地
球
儀
に
赤
き
ニ
ッ
ポ
ン
四
月
馬
鹿

奥
杓
　
ト
シ

粂
川

延
子

小
平
さ
よ
子

渡
辺

宇
井

鈴
木

伊
沢

寅
八

秋
汀

木
兎

克
明

Ｖ
「
秋
の
風
景
」

　
　
三
年
　
脛
戸
　
直
美

Ｉ
「
風
　
景
」

　
　
二
年
　
宇
賀
神
和
世

W
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「
こ
ん
な
私
の
い
も
う
と
」

　
　
　
壬
生
小
学
校
五
年

　
　
　
　
　
村
田
　
恵
美

　
私
に
は
、
保
育
園
に
通
っ
て
い
る

い
も
う
と
が
い
ま
す
。
家
で
は
よ
く

遊
ん
で
い
ま
す
が
、
と
し
が
離
れ
て

「
大
変
な
仕
事
」

　
　
　
壬
生
小
学
校
五
年

　
　
　
　
　
　
中
谷
　
友
香

　
わ
た
し
の
理
想
は
、
母
の
よ
う
な

人
に
な
る
こ
と
で
す
。
母
は
、
前
は

父
と
自
動
車
解
体
を
し
て
い
ま
し
た

が
、
父
が
保
険
会
杜
に
つ
と
め
る
よ

う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
一
日
に
三
つ

か
ら
四
つ
も
宍
パ
ー
ト
の
仕
事
を
し

て
い
ま
す
。

　
わ
た
し
も
、
少
し
だ
け
母
の
仕
参

　　一

心

い
る
た
め
に
、
一
緒
に
小
学
校
に
登

校
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
残

念
に
思
い
ま
す
。

　
小
さ
な
い
も
う
と
で
す
が
、
私
が

教
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
い

を
手
伝
っ
て
い
ま
す
。
で
も
二
・
三

時
間
の
予
示
い
で
も
、
夢
中
に
な
る

と
っ
か
れ
て
し
ま
っ
て
、
な
に
も
で

き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ

な
の
に
母
は
、
朝
五

時
に
起
き
、
仕
事
を

し
て
か
ら
わ
た
し
の

ご
は
ん
を
作
っ
て
く

れ
る
の
で
す
。
学
校

に
行
っ
て
い
る
間
も
、

せ
ん
た
く
や
そ
う
し

な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

仕
事
を
や
り
な
が
ら

も
こ
ん
な
こ
と
を
す

る
の
は
、
と
っ
て
も

も
う
と
は
よ
く
働
き
ま
す
。
私
が
い

や
だ
な
と
思
っ
て
文
句
を
言
う
よ
う

な
仕
事
で
も
、
ま
じ
め
に
や
る
の
で

す
。
そ
の
姿
を
見
て
い
る
と
、
自
分

が
は
ず
か
し
く
な
り
ま
す
、
ま
た
、

私
が
母
に
し
か
ら
れ
て
い
る
と
、
よ

く
か
ば
っ
て
く
れ
ま
す
。
自
分
が
悪

く
て
し
か
た
が
な
い
と
き
が
多
い
の

で
す
が
、
と
て
も
う
れ
し
く
思
え
て

き
ま
す
。
や
さ
し
さ
と
い
う
の
は
大

切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
お
た
が
い
に
わ
が
ま
ま
な
と
こ
ろ

も
あ
る
の
で
、
け
ん
か
を
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
兄
弟
二
人
、
こ
れ

か
ら
も
仲
良
く
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
変
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
母
は
、
わ
た
し
が
電
話
を
す
る
と

す
ぐ
来
て
く
れ
ま
す
。
わ
た
し
の
家

族
に
と
っ
て
、
母
は
大
切
な
人
で
す
。

お母さんのハルさん(左)､と弟の友紀ちゃん

　(前列)と本人の友香さん(後列)

ムｌチピッ子アjl,j

克美ちゃん(六美町北部)
　ど　い
土肥卓央ちゃん(前)､佳代ちゃん(駅東町団地)安生

心

｜

　
昭
和
六
十
二
年
十
一
月
三
十
日
生
ま
れ
（
二
歳
）

　
　
（
父
）
土
肥
　
健
一
さ
ん

　
　
＾
母
゛
　
リ
ゆ
う
子
さ
ん
の
長
女

あ
佞
さ
ん
か
Ｓ
一
言

　
思
い
や
り
の
あ
る
子
に

　
な
っ
て
ほ
し
い
。

　
昭
和
六
十
年
八
月
ニ
ト
八
日
生
ま
れ
（
四
歳
、
長
女
）

　
平
成
元
年
十
月
十
二
日
生
ま
れ
（
六
か
月
、
長
男
）

　
　
（
父
）
安
生
　
雄
二
さ
ん

　
　
（
母
）
　
″
　
光
子
さ
ん

あ
岳
さ
ん
か
ら
一
言

　
素
直
な
思
い
や
り
の
あ
る

　
意
志
の
強
い
人
に
な
っ
て
は
し
い
。
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あ
た
り
ま
え

女
と
男
の
当
然

　
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
指
揮
者
や
飛
行
機
の
整
備
士
、
脳
外
科

医
な
ど
の
仕
事
は
、
い
ま
ま
で
は
男
の
職
業
と
い
う
意
識
が

強
い
分
野
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
日
本
で
も
こ
こ
数
年
、
こ

れ
ら
の
分
野
に
、
女
性
が
進
出
し
ま
し
た
。
ま
た
会
社
の
中

で
も
、
女
性
の
上
司
や
管
理
職
が
次
々
と
誕
生
し
て
い
ま
す
。

　
わ
た
し
た
ち
の
社
会
生
活
を
み
つ
め
、
歴
史
を
振
り
返
り

改
め
て
女
性
の
能
力
や
役
割
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
よ
う
。

は
、
昭
和
二
十
一
年
四
月
十
日
に
実

施
さ
れ
た
総
選
挙
で
、
初
め
て
婦
人

の
参
政
権
が
実
現
し
た
の
を
記
念
し

て
、
昭
和
ニ
ト
四
年
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。

　
今
年
で
四
十
二
回
目
を
迎
え
ま
し

た
が
、
一
貫
し
て
変
わ
ら
な
い
基
本

姿
勢
は
、
「
婦
人
の
地
位
向
上
の
た

め
の
活
動
」
で
す
。
こ
れ
は
、
「
女

だ
か
ら
」
と
い
う
だ
け
で
や
り
た
い

仕
事
に
就
け
な
か
っ
た
り
、
世
の
中

の
既
成
概
念
に
し
ば
ら
れ
て
目
標
を

あ
き
ら
め
た
り
す
る
こ
と
が
な
い
よ

う
に
続
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
昔
ほ
ど
の
女
性
蔑
視
や

軽
視
は
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
ま
だ

　
「
女
だ
て
ら
に
」
と
か
「
女
の
く
せ

に
」
と
い
う
言
葉
を
耳
に
す
る
こ
と

も
少
な
く
お
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
。

　
　
　
　
　
　
　
・
　
）

戦
後
世
の
中
が
大
き
く
変
わ
っ
た
と

同
じ
よ
う
に
、
反
性
の
環
境
も
大
き

く
変
わ
り
ま
し
た
。

語
員
ド
一

　
大
き
く
変
わ
っ
た
点
は
、
昔
に
比

べ
て
家
事
と
育
児
の
負
担
が
軽
く
な

っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
家
庭
用
電

気
製
品
の
普
及
は
、
家
事
に
従
事
づ

る
時
間
を
滅
ら
し
、
出
生
児
数
の
減

少
は
、
子
育
て
後
の
人
生
を
変
え
ま

し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
現
在
で
は
女
子
の
高

校
進
学
率
が
九
五
％
を
超
え
、
男
子

の
そ
れ
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
短
大
・
大
学
を
卒
業
し
た
女
子

の
就
職
率
も
、
男
子
と
あ
ま
り
変
わ

ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
昭

和
六
圭
二
年
の
女
ｒ
の
雇
用
者
数
を

み
る
と
、
約
Ｆ
六
百
七
ト
万
八
と
な

り
、
皇
雇
用
者
の
三
次
・
八
％
を
占

め
て
い
る
の
で
す
、

言
評
言
才

　
戦
後
、
婦
人
の
地
位
向
上
の
た
め
、

法
律
や
制
度
な
ど
も
整
備
さ
れ
て
き

ま
し
た
い
な
か
で
も
、
国
際
婦
人
年

二
九
七
四
年
）
と
国
連
婦
人
の
十
年

二
九
七
六
年
～
一
礼
八
五
年
）
に
は
、

「
平
等
・
発
展
・
平
和
」
が
ス
ロ
ー

ダ
之
に
掲
げ
ら
れ
、
二
大
政
敏
レ
が

進
め
ら
れ
た
の
で
す
。

　
こ
の
時
期
に
、
反
ｎ
差
別
撤
廃
条

約
の
批
准
、
民
法
お
よ
び
国
籍
法
の

改
正
、
男
反
雇
用
機
会
均
等
法
の
制

定
な
ど
が
行
わ
れ
、
二
れ
に
よ
り
、

　
Ｊ
ｍ
度
卜
の
平
等
〃
は
大
き
く
前
進

し
た
の
で
す
。

二
Ｕ
リ
ヤ
ド

　
女
性
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
変
化

に
よ
り
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
も
変
わ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
法
や
制
度
も
整

備
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
本
当
に
変
え
て
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
も
の
は
、
わ
た
し

た
ち
自
身
の
意
識
で
す
。
そ
れ
に
は

ま
ず
、
職
場
や
家
庭
、
地
域
に
根
づ

い
て
い
る
固
定
的
な
考
え
ケ
Ｌ
‐
―
‐
慣

習
や
行
動
１
‐
１
を
見
直
す
必
要
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
う
え
で
、
女
性
の
能

力
や
役
割
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

そ
こ
に
は
た
ぶ
ん
、
「
女
性
に
は
向
い

て
い
な
い
」
と
言
え
る
も
の
は
、
ほ

と
ん
ど
な
く
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。

　
さ
て
、
几
○
年
代
の
十
年
間
で
、

女
性
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
く

の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
）

ご
寄
付

　
　
あ
り
が
と
う

　
　
　
ご
ざ
い
ま
し
た

社
会
福
祉
協
議
会
寄
付
者

ｏ
余
程
○
、
○
○
○
円
　
二
面
）

　
　
　
　
　
　
　
　
大
本
美
佐
恵
様

ｏ
余
三
〇
、
〇
〇
〇
円
戸
崎
　
守
様

ｏ
全
一
一
八
、
〇
七
〇
円
　
第
二
回

中
失
公
民
館
ま
つ
り
実
行
委
員
会
様

○
全
一
〇
〇
円
　
　
　
匿
　
名
　
様

五

ｔｆｙ

・
国
民
年
金
（
二
期
）

　
納
期
限
五
月
三
十
一
日

納
期
限
間
際
に
は
納
付
窓
口
が

大
変
温
み
合
い
ま
す
。
お
早
め

に
納
付
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
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